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は
じ
め
に

　

国
連
人
権
理
事
会
は
、
一
九
九
七
年
の
事
務
総
長
報
告
書
に
始

ま
る
一
連
の
国
連
改
革
の
流
れ
の
な
か
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
二
〇
〇
六
年
六
月
の
第
一
会
期
か
ら
始
ま
る
人
権
理
事
会
は

一
〇
月
現
在
、
そ
の
方
向
性
が
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
国
連
改
革
の
な
か
で
の
人
権
の
位
置
づ

け
、
人
権
理
事
会
の
創
設
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
、
人
権
理
事
会

第
一
会
期
以
降
の
動
き
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

国
連
改
革
と
は

　

一
九
九
七
に
始
ま
り
現
在
も
継
続
中
の
国
連
改
革
は
、
国
際
社

会
の
問
題
や
課
題
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
国

連
の
再
生
を
目
指
し
て
い
る
。
一
九
四
五
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来

国
連
は
設
立
当
時
に
は
予
想
も
で
き
な
か
っ
た
国
際
情
勢
の
進
展

と
国
際
社
会
で
の
問
題
に
直
面
し
て
き
た
。
特
に
国
連
が
有
効
な

対
処
を
求
め
ら
れ
て
き
た
問
題
は
大
き
く
分
け
て
、
①
平
和
と
安

全
、
②
開
発
、
③
人
権
と
社
会
正
義
、
に
か
か
わ
る
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
は
お
お
む
ね
、
別
個
の
国
連
機

関
や
組
織
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
対
処
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
問
題
が
互
い
に
絡
み
合
い
、
ひ
と
つ
の
問
題
が
も
う

ひ
と
つ
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
問
題

の
複
雑
性
、
相
互
連
関
性
（
が
次
第
に
理
解
さ
れ
て
く
る
と
、
新

し
い
問
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
連
改
革
の
提
案
と
方
針
は
一
九
九
七
年
、
二
〇
〇
二
年
、
そ

し
て
二
〇
〇
五
年
と
三
度
に
わ
た
っ
て
国
連
総
会
に
出
さ
れ
た
事

務
総
長
報
告
で
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

１
（。

国
連
改
革
の
提

案
は
、
国
連
機
構
改
革
、
事
務
局
組
織
改
革
、
事
務
局
運
営
改
革
、

そ
し
て
国
連
事
業
改
革
と
ほ
と
ん
ど
国
連
全
体
に
わ
た
る
も
の
で

短
信

国
連
人
権
理
事
会
の
動
向
に
つ
い
て

白
石　
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あ
っ
た
。二　

人
権
関
連
の
改
革

　

国
連
改
革
の
う
ち
で
人
権
に
関
連
す
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
着
任
か
ら
半
年
後
に
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
、
一
九
九
七

年
総
会
に
提
出
し
た
報
告
書
で
、
事
務
局
組
織
の
統
廃
合
を
発
表

し
た
が
、
人
権
セ
ン
タ
ー
の
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
へ
の
改
組

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
ま
た
、
開
発
、
平
和
維
持
、

人
道
支
援
な
ど
、
国
連
の
活
動
す
べ
て
に
人
権
尊
重
の
原
則
を
行

き
渡
ら
せ
る
と
い
う
方
針
も
出
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
二
〇
〇
二
年
の
事
務
総
長
報
告
書
で
は
、
人
権
分
野

で
も
個
々
の
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
改
革
が
打
ち
出
さ

れ
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
の
行
動
計
画
が
求
め
ら
れ
た
。
人
権

諸
条
約
の
履
行
監
視
機
関
、
い
わ
ゆ
る
﹁
条
約
機
関
﹂（T

reaty 
bodies

（
間
の
相
互
協
力
と
仕
事
の
合
理
化
、﹁
特
別
手
続
﹂
と

い
わ
れ
る
人
権
委
員
会
の
人
権
侵
害
調
査
制
度
の
合
理
化
に
加
え

て
、
人
権
の
履
行
実
現
に
む
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
レ
ベ
ル
で

国
連
が
か
か
わ
る
と
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
報
告
書
で
は
、
事
務
総
長
は
同
年
九
月
の
世
界

首
脳
会
議
（W

orld Sum
m

it

（
に
向
け
て
国
連
改
革
の
提
案
を

し
た
。
人
権
に
つ
い
て
は
、
開
発
、
安
全
保
障
、
人
権
が
相
互
に

関
連
し
合
う
も
の
で
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が

護
ら
れ
る
社
会
を
実
現
で
き
な
い
と
し
て
、
人
権
活
動
の
対
象
領

域
の
拡
大
と
対
応
能
力
の
向
上
を
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、
国
レ

ベ
ル
で
の
人
権
活
動
の
強
化
、
緊
急
事
態
対
応
能
力
の
強
化
、
人

権
高
等
弁
務
官
の
平
和
と
安
全
保
障
の
た
め
の
貢
献
、
人
権
委
員

会
の
廃
止
と
人
権
理
事
会
の
創
設
、
人
権
条
約
履
行
監
視
機
関
の

改
革
、
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
機
能
と
活
動
力
の
強
化
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
人
権
高
等
弁
務
官
の
行
動
計
画
が

追
加
さ
れ
た
。

　

世
界
首
脳
会
議
は
大
筋
で
事
務
総
長
提
案
を
受
け
入
れ
、
人
権

理
事
会
設
立
を
決
定
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
総
会
に
委
ね
た（

２
（。

三　

改
革
の
一
環
と
し
て
の
人
権
理
事
会
の
創
設

　

二
〇
〇
五
年
三
月
、
国
連
事
務
総
長
は
人
権
委
員
会
に
代
わ
る

人
権
理
事
会
を
提
案
し
、
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
世

界
首
脳
会
議
で
人
権
理
事
会
の
創
設
が
決
ま
っ
た
が
、
人
権
理
事

会
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
、
理
事
国
選
出
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
連
加
盟
国
間
で
非
公
式
協
議
が
続
け
ら

れ
、
そ
の
積
み
重
ね
の
結
果
が
よ
う
や
く
今
年
二
月
二
三
日
、
総

会
議
長
提
案
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
議
長
提
出
の
決
議
案
に

は
ア
メ
リ
カ
が
最
後
ま
で
反
対
を
唱
え
た
。
三
月
一
五
日
、
国
連



82

総
会
は
、
人
権
理
事
会
創
設
の
た
め
の
決
議
を
採
択
し
た
。
総
会

決
議60/251

で
あ
る（

３
（。

　

総
会
決
議60/251

に
よ
れ
ば
、
人
権
理
事
会
は
、
人
権
委
員
会

が
多
年
に
わ
た
り
つ
く
り
上
げ
て
き
た
特
別
報
告
者
制
度
や
非
政

府
組
織
の
参
加
と
幅
広
い
貢
献
の
実
績
は
維
持
し
つ
つ
、
新
た
に

人
権
機
構
の
強
化
策
を
採
り
込
ん
で
い
る
。
簡
潔
に
い
え
ば
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
経
済
社
会
理
事
会
の
機
能
委
員
会

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
人
権
委
員
会
か
ら
、
総
会
の
下
部
機
関

と
し
て
の
理
事
会
に
格
上
げ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
人

権
理
事
会
は
、
地
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
配
分
数（

４
（の

合
計
四
七
カ

国
で
構
成
さ
れ
る
。
理
事
国
の
選
出
は
、
総
会
で
立
候
補
国
ご
と

に
無
記
名
投
票
、
国
連
加
盟
国
の
絶
対
過
半
数（

５
（に

よ
る（

６
（。

理
事
国

は
引
続
き
一
度
だ
け
再
選
が
許
さ
れ
る
。
第
三
に
、
理
事
会
は
す

べ
て
の
国
連
加
盟
国
の
人
権
状
況
を
定
期
的
に
審
査
す
る
。
理
事

国
に
立
候
補
す
る
国
は
、
特
に
人
権
の
保
護
促
進
の
公
約
を
求
め

ら
れ
、
理
事
国
と
な
れ
ば
他
の
国
連
加
盟
国
に
先
立
っ
て
人
権
状

況
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
理
事
国
が
重
大
で
組

織
的
な
人
権
侵
害
を
し
た
場
合
に
は
、
総
会
で
票
決
に
加
わ
る
国

の
三
分
の
二
の
多
数
決
で
理
事
国
の
資
格
停
止
が
あ
り
う
る
。
第

五
に
、
人
権
理
事
会
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
三
回
、
合
計
一
〇
週

間
以
上
の
会
合
を
持
つ
。
そ
の
ほ
か
に
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
理
事
国
の
三
分
の
一
の
要
請
に
よ
り
特
別
会
期
を
開
く
こ
と

が
で
き
る
。

　

近
年
人
権
委
員
会
は
本
来
の
機
能
を
果
た
さ
ず
、
信
頼
に
足
る

も
の
で
は
な
く
な
っ
た
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

人
権
委
員
会
が
、
特
定
国
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、
政
治
的
配
慮

か
ら
非
難
決
議
を
採
択
し
た
り
、
ま
た
そ
の
反
対
に
深
刻
な
人
権

状
況
に
な
ん
ら
の
決
議
も
し
な
か
っ
た
り
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
、

人
権
委
員
会
の
﹁
政
治
化
﹂
と
、
人
権
状
況
を
判
定
す
る
に
際
し

て
対
象
国
に
よ
っ
て
異
な
る
基
準
を
使
う
と
い
う﹁
二
重
基
準（
ダ

ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
の
適
用
﹂
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
批
判

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
人
権
を
公
然
と
侵
害
し
て
は
ば
か
ら
な
い
国

が
人
権
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
の
根

源
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
た
。
人
権
理
事
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
批

判
を
受
け
て
、
理
事
国
の
数
を
減
ら
し
、
そ
の
選
出
方
法
を
厳
し

く
し
、
理
事
国
に
な
る
資
格
と
し
て
﹁
人
権
保
護
、
促
進
を
公
約

し
奉
ず
る
﹂
と
い
う
条
件
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。

　

決
議
採
択
に
到
る
ま
で
の
過
程
で
、
人
権
理
事
会
が
政
治
的
駆

け
引
き
を
離
れ
て
、
客
観
的
に
す
べ
て
の
国
の
人
権
状
況
を
判
定

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
っ

た
が
、
完
全
で
は
な
い
に
し
て
も
人
権
機
構
の
飛
躍
的
前
進
で
あ

る
と
す
る
主
張
が
大
勢
を
占
め
、
決
議
の
採
択
と
な
っ
た（

７
（。
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四　

人
権
理
事
会
理
事
国
選
出

　

人
権
理
事
会
の
理
事
国
選
挙
は
二
〇
〇
六
年
五
月
九
日
、
国
連

総
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
六
五
加
盟
国
が
立
候
補
し
た（

８
（。

　

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
六
理
事
国
の
割
り
当
て
に
対
し
て
、
最
初
の

投
票
で
は
三
カ
国
の
み
が
決
ま
り
、六
カ
国
全
部
が
決
ま
る
ま
で
、

投
票
を
三
巡
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
地
域
は
最

初
の
投
票
で
選
出
が
終
わ
っ
た
。
選
挙
の
あ
と
、
総
会
は
、
く
じ

引
き
で
、
各
地
域
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
理
事
国
の
任
期
を
一
、
二
、

三
年
に
振
り
分
け
た（

９
（。

五　

国
連
人
権
理
事
会
第
一
会
期

　

人
権
理
事
会
第
一
会
期
は
六
月
一
九
日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で

開
か
れ
た
。
国
連
総
会
議
長
、
事
務
総
長
、
人
権
高
等
弁
務
官
を

は
じ
め
、
各
国
代
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
説
の
な
か
で
、
人
権
委

員
会
に
代
わ
る
人
権
理
事
会
が
、人
権
委
員
会
の
欠
陥
を
正
し
て
、

よ
り
効
果
的
、
公
正
に
人
権
問
題
に
対
処
す
る
新
た
な
国
連
機
関

と
し
て
、
国
連
加
盟
国
す
べ
て
の
人
権
状
況
の
審
査
を
行
い
、
対

話
と
協
力
を
通
し
て
世
界
の
人
権
問
題
の
解
決
と
国
際
人
権
基
準

の
実
効
的
実
現
を
目
指
す
と
の
期
待
を
表
明
し
た
。

　

人
権
委
員
会
当
時
か
ら
の
慣
例
で
各
国
高
官
の
演
説
が
続
い
た

四
日
間
を
含
め
、
人
権
理
事
会
は
二
週
間
の
期
間
中
に
、
五
つ
の

決
議
、
七
つ
の
決
定
を
採
択
し
、
二
つ
の
議
長
声
明
を
出
し
た（

10
（

。

　

第
一
会
期
で
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
総
会
決
議60/251

で
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
人
権
委
員
会
の
も

と
で
つ
く
ら
れ
た
任
務
や
制
度
の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
以
下
の

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

①
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約

の
選
択
議
定
書
に
つ
い
て
の
作
業
部
会
の
二
年
延
長
（
決
議

2006/3

（。

　

②
開
発
発
展
の
権
利
に
関
す
る
作
業
部
会
の
一
年
延
長
（
決
議

2006/4

（。

　

③
人
権
委
員
会
の
す
べ
て
の
特
別
手
続
の
任
務
と
そ
の
担
当
者

（
特
別
報
告
者
と
作
業
部
会
会
員
（、
人
権
小
委
員
会
の
任
務
と
そ
の

担
当
者
（
特
別
報
告
者
、
作
業
部
会
（
お
よ
び
経
済
社
会
理
事
会

決
議1503

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
通
報
手
続
の
一
年
延
長
（
決
定

2006/102

（。こ
れ
に
つ
い
て
は
、作
業
部
会
を
つ
く
り
、そ
こ
で
、

す
べ
て
の
関
係
者
を
巻
き
込
む
形
で
、
見
直
し
と
合
理
化
の
た
め

の
具
体
的
勧
告
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
（
決
定2006/104

（。

　

④
人
種
主
義
、
人
種
差
別
、
外
国
人
異
民
族
嫌
悪
お
よ
び
そ
れ

に
関
連
す
る
不
寛
容
に
関
す
る
ダ
ー
バ
ン
宣
言
お
よ
び
行
動
計
画

の
効
果
的
実
施
に
関
す
る
作
業
部
会
三
年
延
長
（
決
議2006/5

（。
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⑤
加
盟
国
す
べ
て
の
人
権
状
況
審
査
の
進
め
方
を
検
討
す
る
た

め
の
作
業
部
会
の
設
立
（
決
定2006/103

（。

　

そ
の
ほ
か
、
人
権
理
事
会
は
、
人
種
主
義
、
人
種
差
別
、
外
国

人
嫌
悪
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
不
寛
容
と
闘
う
た
め
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
国
際
文
書
相
互
間
に
存
在
す
る
齟
齬
を
調
べ
る
た
め
に

五
人
の
専
門
家
を
任
命
す
る
こ
と
を
人
権
高
等
弁
務
官
に
対
し
て

要
請
し
た
（
決
議2006/5
（。
ま
た
、
人
権
理
事
会
は
、
信
教
の
自

由
に
関
す
る
特
別
報
告
者
、
人
種
主
義
、
人
種
差
別
、
外
国
人
嫌

悪
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し
た
不
寛
容
に
関
す
る
特
別
報
告
者
お
よ

び
人
権
高
等
弁
務
官
に
対
し
て
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー

ト
を
次
の
会
期
に
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
た
（
決
定2006/107

（。

　

人
権
理
事
会
は
、
人
権
委
員
会
の
も
と
で
設
置
さ
れ
た
五
つ
の

作
業
部
会
か
ら
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
審
議
し
た
が
、
そ
の
う
ち

二
つ
の
作
業
部
会
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
﹁
強
制
失
踪
か

ら
の
あ
ら
ゆ
る
人
の
保
護
に
関
す
る
条
約
﹂
案
（
決
議2006/1

（

と
﹁
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
宣
言
﹂
案
（
決
議2006/2
（
を

採
択
し
、
総
会
に
送
付
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

特
定
の
人
権
問
題
に
関
し
て
は
、
人
権
理
事
会
は
、
パ
レ
ス
チ

ナ
お
よ
び
そ
の
他
の
ア
ラ
ブ
被
占
領
地
域
に
お
け
る
人
権
状
況
を

討
議
し
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
特
別
報
告
者
に
レ
ポ
ー
ト
を
次

の
会
期
に
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
た
（
決
定2006/106

（。

　

議
長
声
明
は
二
つ
出
さ
れ
た
が
、
一
つ
は
、
拷
問
等
禁
止
条
約

の
選
択
議
定
書
の
二
〇
〇
六
年
六
月
二
二
日
付
発
効
を
歓
迎
す
る

も
の
（2006/PRST

.1

（、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
人
質
を
取
る
行
為

を
非
難
す
る
も
の
（2006/PRST

.2

（
で
あ
っ
た
。

　

採
択
さ
れ
た
決
議
と
決
定
は
、
票
決
を
取
ら
な
い
、
理
事
国
の

総
意
と
し
て
の
採
択
が
目
指
さ
れ
た
が
、﹁
先
住
民
族
の
権
利
に

関
す
る
宣
言
﹂
案
を
採
択
し
た
決
議2006/2

、
パ
レ
ス
チ
ナ
お
よ

び
そ
の
他
の
ア
ラ
ブ
被
占
領
地
域
に
関
す
る
決
定2006/106

、
そ

し
て
人
種
的
お
よ
び
宗
教
的
憎
悪
の
煽
動
と
寛
容
の
促
進
に
関
す

る
決
定2006/107

に
つ
い
て
は
、
人
権
理
事
会
は
合
意
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
票
決
で
採
択
が
決
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
人
権
理
事
会
は
、
特
別
手
続
、
条
約
履
行
監
視
委
員
会

そ
し
て
人
権
小
委
員
会
の
代
表
を
囲
ん
で
対
話
を
試
み
た
。
特
別

報
告
者
や
人
権
条
約
の
下
で
設
け
ら
れ
た
委
員
会
が
い
か
に
し
て

加
盟
国
の
人
権
状
況
審
査
に
貢
献
で
き
る
か
、
人
権
理
事
会
が
専

門
的
助
言
を
い
か
に
し
て
確
保
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

六　

人
権
理
事
会
第
一
特
別
会
期

　

人
権
理
事
会
第
一
特
別
会
期
は
、
七
月
五
日
に
開
か
れ
た
。
総

会
決
議60/251

、一
〇
項
に
し
た
が
い
、一
理
事
国（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
（

の
発
案
、
二
〇
理
事
国
の
支
持
に
よ
る
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
そ
の
他
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の
ア
ラ
ブ
被
占
領
地
域
の
人
権
状
況
に
関
す
る
特
別
会
期
で
あ

る
。
会
期
で
は
一
九
六
七
年
以
来
イ
ス
ラ
エ
ル
に
占
領
さ
れ
て
い

る
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
の
人
権
状
況
に
関
す
る
特
別
報
告
者
が
状
況

報
告
を
し
た
。
討
議
の
後
七
月
六
日
に
﹁
被
占
領
パ
レ
ス
チ
ナ
地

域
に
お
け
る
人
権
状
況
﹂
と
題
す
る
決
議S

-1/RES/1

が
賛
成
二

九
、
反
対
一
一
、
棄
権
五
で
採
択
さ
れ
た（

11
（

。

　

採
択
さ
れ
た
決
議
で
、
人
権
理
事
会
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
被
占

領
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
で
の
軍
事
行
動
を
や
め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

政
府
の
閣
僚
と
パ
レ
ス
チ
ナ
立
法
議
会
議
員
を
釈
放
す
る
こ
と
を

求
め
、
す
べ
て
の
関
係
勢
力
が
、
国
際
人
道
法
を
尊
重
し
、
民
間

人
に
対
す
る
暴
力
を
制
し
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
す
べ
て

の
捕
虜
と
な
っ
た
交
戦
要
員
お
よ
び
民
間
人
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

に
則
り
処
遇
す
る
よ
う
に
求
め
、
さ
ら
に
、﹁
被
占
領
パ
レ
ス
チ

ナ
地
域
に
お
け
る
人
権
状
況
﹂
に
関
す
る
特
別
報
告
者
に
率
い
ら

れ
た
緊
急
現
地
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
一
〇
月
末

の
時
点
で
、
こ
の
緊
急
現
地
調
査
団
は
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
。

七　

人
権
理
事
会
第
二
特
別
会
期

　

人
権
理
事
会
第
二
特
別
会
期
は
、八
月
一
一
日
に
招
集
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
イ
ス
ラ
ム
会
議
機
構
を
代
表
し
て
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
が
要
請
し
、
二
三
理
事
国
の
支
持
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
人
権
理
事
会
は
、﹁
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
レ
バ
ノ
ン
に
お
け
る
重
大
な
人
権
状
況
﹂
と
題
す

る
決
議
案
を
審
議
し
た
が
、
記
録
表
決
で
、
賛
成
二
七
、
反
対
一

一
、
棄
権
八
で
採
択
さ
れ
た
（
決
議S-2/R

（
（（
（

ES/1

（。

　

決
議
で
、
人
権
理
事
会
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
レ
バ
ノ
ン
に
お
け

る
重
大
な
人
権
侵
害
と
国
際
人
道
法
違
反
を
強
く
非
難
し
た
。
人

権
理
事
会
は
ま
た
、
す
べ
て
の
当
事
者
が
、
国
際
人
道
法
を
遵
守

し
、
民
間
人
に
対
す
る
暴
力
を
制
し
、
い
か
な
る
状
況
の
下
で
も

拘
束
さ
れ
た
戦
闘
員
お
よ
び
民
間
人
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
し
た

が
っ
て
取
り
扱
う
よ
う
に
求
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
、
民
間
人

と
民
間
施
設
に
対
す
る
軍
事
行
動
を
や
め
る
よ
う
に
訴
え
た
。

　

こ
の
決
議
で
、
人
権
理
事
会
は
、
人
権
法
と
国
際
人
道
法
の
卓

越
し
た
専
門
家
に
よ
る
調
査
委
員
会
を
つ
く
り
、
直
ち
に
こ
れ
を

派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
調
査
委
員
会
に
、
九
月
一
日
ま

で
に
人
権
理
事
会
に
対
し
調
査
の
進
展
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

た
。
実
際
に
は
、
九
月
一
日
に
三
人
の
専
門
家
が
理
事
会
議
長
に

よ
り
任
命
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

八　

人
権
理
事
会
第
二
会
期

　

人
権
理
事
会
の
第
二
会
期
（
九
月
一
八
日
～
一
〇
月
六
日
（
の
半

分
以
上
が
特
別
手
続
の
下
に
あ
る
特
別
報
告
者
等
の
レ
ポ
ー
ト
の
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審
議
に
あ
て
ら
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
人
権
委
員
会
第
六
二
会
期

に
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
審
査
は
、
す
べ
て
今
会
期
の
人
権
理

事
会
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
レ
ポ
ー
ト
を
準
備
し
た
特
別
報
告
者
が

ま
ず
説
明
を
し
、
そ
の
後
関
係
国
の
発
言
、
時
に
は
、
反
論
が
あ

り
、
そ
の
後
一
般
発
言
が
続
く
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
人
権
委
員

会
と
同
じ
進
め
方
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
別
報
告
者
と

国
の
間
の
﹁
対
話
﹂
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
相
互
理
解
と
協
調

を
求
め
る
側
面
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

人
権
理
事
会
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
開
か
れ
た
第
一
会
期
、

第
一
、
二
特
別
会
期
で
採
択
さ
れ
た
決
定
（2006/106,　

2006/107

（
と
決
議
（S

-1/1, S
-2/1

（ 
で
求
め
ら
れ
た
報
告
書

の
審
議
を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
他
の
人
権
問
題
の
案
件
を
扱
っ
た
事
務
総
長
、
高
等
弁
務

官
の
レ
ポ
ー
ト
で
人
権
委
員
会
第
六
二
会
期
に
出
さ
れ
た
も
の
な

ど
に
つ
い
て
も
、
半
日
の
審
議
枠
が
あ
て
ら
れ
た
。

　

人
権
理
事
会
第
一
会
期
で
つ
く
ら
れ
た
二
つ
の
作
業
部
会
は
す

で
に
会
合
を
重
ね
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
作
業
の
進
展
を
み
る
た

め
に
今
会
期
で
の
中
間
報
告
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
作
業
部
会
で
は
、
特
別
手
続
の
合
理
化
を
求
め
、
よ
り

効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
、﹁
特
別
手
続
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹂
案
、1503

通
報
手
続
の
再
検
討
、
小
委
員
会
に
変
わ

る
人
権
理
事
会
の
た
め
の
、
専
門
家
に
よ
る
助
言
機
関
に
つ
い
て

の
提
案
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。も
う
一
つ
の
作
業
部
会
で
は
、

す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
の
人
権
状
況
を
定
期
的
に
審
査
す
る
と
い

う
制
度
（U

niversal Periodic Review
; U

PR

（
づ
く
り
の
た
め

の
議
論
が
続
い
て
い
る
。
特
別
手
続
、
条
約
履
行
監
視
機
関
、
そ

し
て1503

人
権
侵
害
通
報
制
度
な
ど
と
の
連
携
協
力
の
可
能
性
、

人
権
理
事
会
の
理
事
国
か
ら
審
査
を
始
め
る
と
い
う
進
め
方
の
検

討
な
ど
が
論
点
と
さ
れ
て
い
る
。

　

会
期
中
提
出
さ
れ
た
決
議
案
の
審
議
と
採
決
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
一
一
月
二
七
日
、第
三
会
期
閉
会
の
直
前
ま
で
延
期
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

人
権
理
事
会
第
一
、
二
会
期
そ
し
て
、
二
つ
の
特
別
会
期
を
見

て
み
る
と
、
事
務
総
長
が
期
待
し
た
よ
う
な
﹁
過
去
と
の
訣
別
﹂

と
は
な
ら
ず
、
会
期
の
運
営
は
、
概
ね
人
権
委
員
会
を
踏
襲
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
特
に
被
占
領
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
、
お

よ
び
レ
バ
ノ
ン
に
お
け
る
人
権
状
況
に
関
す
る
決
議
案
、
そ
し
て

人
種
的
、
宗
教
的
憎
悪
の
煽
動
と
寛
容
の
促
進
に
関
す
る
決
議
案

の
討
議
と
そ
の
後
の
決
議
採
択
に
至
る
過
程
は
、理
事
国
の
利
害
、

主
張
の
対
立
が
前
面
に
出
た
た
め
、
人
権
委
員
会
の
再
現
と
も
い

え
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

新
た
に
創
設
さ
れ
た
人
権
理
事
会
に
は
、
当
然
な
が
ら
多
大
の
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期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
人
権
高
等
弁
務
官
は
人
権
理
事
会
の
設
立

を
﹁
国
際
人
権
体
制
の
核
と
な
る
強
い
機
構
を
つ
く
る
と
い
う
期

待
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
﹂
と
し
た（

13
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
人
権
委

員
会
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
権
理
事
会
は
多
様
な
国
益
と

外
交
戦
略
を
持
つ
様
々
な
主
権
国
家
が
集
ま
る
、
き
わ
め
て
政
治

的
な
国
連
機
関
で
あ
る
。い
か
に
精
緻
な
制
度
を
設
け
よ
う
と
も
、

政
治
的
配
慮
に
影
響
さ
れ
ず
に
人
権
状
況
を
客
観
的
、
公
平
に
審

議
し
、
判
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
新
し
い
人
権
機
構
が
効

果
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
超
え

て
、
何
よ
り
も
人
権
を
護
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
す
る
と
い
う

政
治
的
決
意
を
貫
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
容
易
で

は
な
い
。

　

理
事
国
の
選
出
結
果
は
、
人
権
の
優
等
国
ば
か
り
が
選
ば
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
政
治
的
な
配
慮
に
左
右
さ
れ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
理
事
会
設
立
の
決

議
案
に
反
対
の
投
票
を
し
、
最
終
的
に
は
理
事
国
選
挙
に
立
候
補

し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
見
据
え
た
上
で
の
人
権
理
事

会
の
動
き
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
後
の
人
権
理
事
会
の
予
定
は
、
第
三
会
期
が
、
一
一

月
二
七
日
か
ら
一
二
月
八
日
ま
で
二
週
間
、
第
四
会
期
が
、
二
〇

〇
七
年
三
月
一
二
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
四
週
間
と
決
め
ら
れ
た

（
決
定2006/105

（。
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/59/2005).

　
　

A
ddendum

: H
um

an Rights Council Explanatory note by 
the Secretary

-General (A
/59/2005/A

dd.1).

　
　

A
ddendum

: Peacebuilding C
om

m
ission E

xplanatory 
note by the Secretary

-General (A
/59/2005/A

dd.2).

　
　

A
ddendum

: Plan of action subm
itted by the U

nited 
N

ations(A
/59/2005/A

dd.3).

（
２
（General A

ssem
bly resolution: W

orld Sum
m

it O
utcom

e 
(A

/RES/60/1).

（
３
（
決
議
文
はhttp://w

w
w

.ohchr.org/english/bodies/hrcouncil/
docs/ga60.251_En.pdf

参
照
。

（
４
（
ア
フ
リ
カ
一
三
、
ア
ジ
ア
一
三
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
六
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ-

カ
リ
ブ
海
諸
国
八
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ-

そ
の
他
の
諸

国
七
。
人
権
委
員
会
で
は
、
合
計
五
三
カ
国
、
ア
フ
リ
カ
一
五
、

ア
ジ
ア
一
二
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ-

カ
リ
ブ
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海
諸
国
一
一
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ-

そ
の
他
の
諸
国
一
〇
で
あ
っ
た
。

（
５
（
二
〇
〇
六
年
一
月
の
時
点
で
加
盟
国
数
一
九
一
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
九
六
票
の
賛
成
が
必
要
で
あ
っ
た
。

（
６
（
人
権
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
選
出
は
、
経
済
社
会
理
事
会
に
よ
る

地
域
単
位
ご
と
の
公
開
投
票
、
単
純
多
数
決
の
方
式
で
あ
っ
た
。

（
７
（
賛
成
一
七
〇
、
反
対
四
（
イ
ス
ラ
エ
ル
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

パ
ラ
ウ
、
ア
メ
リ
カ
（、
棄
権
三
（
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
イ
ラ
ン
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
（。

（
８
（
立
候
補
国
リ
ス
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の
公
約
に
つ
い
て
は
、http://

w
w

w
.un.org/ga/60/elect/hrc/

を
参
照
。

（
９
（
立
候
補
国
の
得
票
数
、
選
出
さ
れ
た
理
事
国
の
リ
ス
ト
と
任
期

に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.un.org/ga/60/elect/hrc/

参
照
。

（
10
（
理
事
会
決
議
、
決
定
お
よ
び
議
長
声
明
に
つ
い
て
は
、http://

w
w

w
.ohchr.org/english/bodies/hrcouncil/

1session/
docum

entation.htm
#
6　

参
照
。

（
11
（
人
権
理
事
会
第
一
特
別
会
期
レ
ポ
ー
ト
（A

/H
RC/

Ｓ-1/3
（

（
12
（
人
権
理
事
会
第
二
特
別
会
期
レ
ポ
ー
ト
（A

/H
RC/

Ｓ-2/2
（

（
13
（
三
月
一
五
日
付
声
明
。http://w

w
w

.unhchr.ch/huricane/
huricane.nsf/view
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C
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参
照
。




